大学間連携・第２回若手フォーラム　

＜プログラム＞

平成１９年１１月2日（金）

開会の挨拶

１３：００−１３：１０　上野隆史　（名古屋大学／渡辺研究室）

座長：若宮淳志

１３：１０−１３：４０　吉川浩史　（名古屋大学／阿波賀研究室）

機能性有機-無機複合クラスター物質の開拓と応用

１３：４０−１４：１０　徳田陽明　（京都大学／横尾研究室）

有機無機ハイブリッドケイリン酸塩ガラスの耐水性の向上

１４：１０−１４：４０　山本和弥　（九州大学／高原研究室）

精密構造制御された基板表面への無機ナノ材料の位置選択的固定化

１４：４０−１５：００　休憩

座長：千代健文（九州大学／成田研究室）

１５：００−１５：３０　大木靖弘（名古屋大学／巽研究室）

還元系金属酵素の構造と機能の再現、および関連する有機金属化学

１５：３０−１６：００　塩田淑仁（九州大学／吉澤研究室）

銅単核、および、二核錯体によるC–H結合活性化に関する理論的研究
１６：００−１６：１５　休憩

座長：古野裕史（九州大学／稲永研究室）

１６：１５−１６：４５　若宮淳志（名古屋大学／山口研究室）

高発光性有機ホウ素材料の設計と合成

１６：４５−１７：１５　畠山琢次（京都大学／中村研究室）

鉄，コバルト，及びニッケルフッ化物を触媒とした高選択的ビアリールクロスカップリング反応

１７：１５−１７：４５　伊丹健一郎（名古屋大学／特別研究室）

炭素不飽和化合物の触媒的直接変換法の開拓と応用

１８：３０−２０：００　懇親会（ケミストリーラウンジ）

２０：３０−２２：３０　討論会（一階　会議室）

平成１９年１１月３日（土）

座長　畠山琢次（京都大学／中村研究室）

９：３０−９：５０　古野裕史（九州大学／稲永研究室）

自己紹介：キラルテクノロジーにおける新概念創出を目指した新規不斉素子の開発

９：５０−１０：２０　千代健文（九州大学／成田研究室）

酸素分子活性化を目指した鉄ポルフィリンー銅二核錯体の合成と性質

１０：２０−１０：５０　山田鉄兵（九州大学理学研究院／北川研究室）

配位高分子を用いて見えてきた新たなプロトン伝導のメカニズム

１０：５０−１１：００　休憩

座長　大木靖弘（名古屋大学／巽研究室）

１１：００−１１：３０　上野隆史（名古屋大学／渡辺研究室）

蛋白質による高難易度反応場の化学

１１：３０−１１：５０　奥田竜也（九州大学／木戸秋研究室）

自己紹介：癌細胞標的化アミノ酸デンドリマーを組込んだ新規BCMシートの創製

１１：５０−１２：００　総括

記念写真撮影後　解散
